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話しているものの，対話になっているのは，A1と B1，B3と A4の 2カ所のみであること














































































































































































































































渡辺通子（2013b）　「西尾実 ｢通じあい｣ のコミュニケーション教育体系化の過程｣ 国語教育史
学会「国語教育史研究」第 17号．56-65．
付記 : 本稿は，日本教育学会第 78回大会【戦後教育史の諸問題】（2019年 8月 8日）で
の発表資料をもとに加筆修正したものである。
